
母比率ｐの信頼区間について 
 

確率変数Ｘが二項分布 B(n,p)に従うとき、 

 

 平均 E(Ｘ)＝np、分散Ｖ(Ｘ)＝np(1-p) 
 

である。従って、 
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としたとき、nが十分大きいと、ｚは標準正規分布 N(0,1)に従う。（中心極限定理） 
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となるので、nが十分大きいと、 
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 も標準正規分布 N(0,1)に従う。 

   

ということは、𝑝̂ は近似的に正規分布 N(ｐ, 
𝑝(1−𝑝)

𝑛
)に従う。 
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 が標準正規分布 N(0,1)に従うから、有意水準をαとする 

 

信頼区間を ［ －𝑘𝛼/2 ，－𝑘𝛼/2 ］ として、 
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  ここで 𝑝̂ は 𝑝 の一致推定量なので、 𝑝 を 𝑝̂ に置き換えて、 
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となる。 


